
大
義
を
|世
横字下

京じ
楠
の

上禁
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革
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日
本
が
近
代
社
会
へ
の
転
換
を
め
ざ
し
た
幕
末
期

と
、
い
よ
い
よ
二
十
一
世
紀
を
迎
え
る
現
代
社
会
を

比
べ
た
場
合
、
「
平
成
幕
末
」
と
も
呼
ば
れ
る
と
お

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
類
似
点
が
見
出
さ
れ
る
。
と
こ
ろ

で
幕
末
期
に
あ
っ
て
、
熊
本
藩
士
で
福
井
藩
の
政
治

顧
問
と
な
っ
た
横
井
小
楠
は
、
「
世
界
の
な
か
の
日

本
」
を
、
彼
独
自
の
儒
学
原
理
を
ふ
ま
え
て
構
想
し
、

「
日
本
近
代
化
」
の
望
ま
し
い
社
会
変
革
の
た
め
の

類
い
ま
れ
な
経
世
論
策
を
編
み
出
し
た
。
そ
こ
で
本

上

大
義
を
世
界
に

横
井
小
楠
の
維
新
変
革
論

45の 5

席
で
は
、
彼
の
「
公
議
論
」
(
議
会
主
義
)
と
開
明
的

な
「
民
富
論
」
と
と
も
に
唱
え
た
「
四
海
同
朋
主
義
」

つ
ま
り
国
家
の
レ
ベ
ル
を
越
え
た
全
世
界
に
通
じ
る

道
理
・
普
遍
的
な
原
理
を
追
求
す
る
「
大
義
論
」
に

照
明
を
あ
て
て
、
考
え
て
み
た
い
。

起
伏
の
満
ち
た
人
生
航
路

小
楠
の
論
策
の
余
り
に
も
目
立
つ
開
明
性
の
故
に
、

旧
来
の
封
建
秩
序
に
固
執
す
る
熊
本
藩
、
玉
流
派
と
対

立
し
、
中
級
務
士
で
あ
り
な
が
ら
、
二
度
も
藩
の
役

職
に
つ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
人
生

コ
l
ス
の
終
え
ん
の
五
O
歳
に
な
っ
て
か
ら
、
福
井

藩
の
政
治
顧
問
と
し
て
藩
政
全
般
を
主
導
し
、
さ
ら

に
幕
政
改
革
に
か
か
わ
り
、
つ
い
で
維
新
政
権
の
要

職
に
参
画
し
た
。
な
に
ぶ
ん
福
井
藩
が
幕
末
の
代
表

的
な
公
武
合
体
派
雄
藩
と
し
て
、
中
央
政
局
に
大
き

な
影
響
力
を
お
よ
ぼ
し
た
の
も
、
一
重
に
小
楠
の
類

い
ま
れ
な
経
世
論
に
負
う
と
こ
ろ
が
、
き
わ
め
て
大

き
い
わ
け
で
あ
る
。

彼
が
維
新
政
権
に
参
画
し
な
が
ら
、
明
治
二
年
一

月
五
日
、
保
守
反
動
派
の
テ
ロ
に
よ
り
、
不
慮
の
最

期
を
遂
げ
た
が
、
そ
の
後
、
彼
の
数
多
く
の
門
弟
(
熊

本
・
柳
川
・
福
井
な
ど
)
が
、
小
楠
の
遺
志
を
し
っ

か
り
体
し
て
、
「
真
の
日
本
近
代
化
」
を
め
ざ
し
て

活
躍
し
た
点
に
、
彼
の
偉
大
な
啓
発
力
を
み
て
と
る

こ
と
が
で
き
る
。

見
直
さ
れ
る
横
井
小
橋
像

小
楠
の
存
命
中
は
、
熊
本
藩
で
は
ま
っ
た
く
う
け

入
れ
ら
れ
ず
、
明
治
二
年
の
没
後
も
、
一
時
期
を
の

ぞ
い
て
は
、
熊
本
の
地
元
で
は
う
と
ん
じ
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
戦
後
よ
う
や
く
一
九
七
0
年
代
か
ら
地

域
の
関
心
が
強
ま
っ
て
、
彼
の
人
物
・
識
見
が
見
直

さ
れ
て
顕
彰
の
機
運
が
と
み
に
高
ま
り
、
一
九
七
九

年
(
昭
五
十
四
)
に
は
、
小
楠
没
後
一
一

O
年
祭
が

京
都
南
禅
寺
で
催
さ
れ
た
o
つ
い
で
一
九
八
二
年
(
昭

五
十
七
)
熊
本
市
秋
津
町
に
、
小
楠
の
旧
居
「
四
時

軒
」
が
修
復
さ
れ
、
横
井
小
楠
記
念
館
が
建
設
さ
れ

た。
一
九
八
九
年
(
平
成
元
)
九
月
二
十
三
日
、
熊
本

市
制
一

O
O
周
年
記
念
事
業
と
合
わ
せ
て
、
横
井
小

楠
没
後
一
二

O
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
(
|
小
楠
の

思
想
と
実
践
に
つ
い
て
|
於
熊
本
市
民
会
館
)
が
盛

大
に
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
九
四
年
(
平
成
六
)
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八
月
、
全
国
レ
ベ
ル
で
の
「
横
井
小
楠
研
究
会
」
が

発
足
し
、
第
二
回
が
福
井
市
(
於
福
井
市
立
郷
土
歴

史
博
物
館
)
で
実
施
さ
れ
、
以
後
毎
年
小
楠
ゆ
か
り

の
地
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
本
年
は
七
月
下
旬
に
、

高
崎
経
済
大
学
で
開
催
さ
れ
た
。

一
方
一
九
九
四
年
十
一
月
十
六
日
に
は
、
小
楠
と

の
か
か
わ
り
か
ら
、
福
井
・
熊
本
両
市
が
姉
妹
都
市

の
提
携
を
行
な
い
、
そ
の
後
両
市
問
で
政
治
・
社
会

経
済
・
文
化
面
で
の
活
発
な
交
流
の
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
明
年
の
平
成
十

一
年
は
、
小
楠
没
後
二
ニ
O
年
に
あ
た
る
の
で
、
熊

本
市
で
は
大
々
的
な
記
念
事
業
(
国
際
学
術
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
横
井
小
楠
」
な

ど
)
を
目
論
ん
で
お
り
、
福
井
市
も
精
い
っ
ぱ
い
同

事
業
に
協
力
す
る
手
筈
で
あ
る
。

日
本
海
域
の
危
機
的
情
勢

小
楠
の
経
世
論
の
全
ぼ
う
は
、
彼
が
万
延
元
年

(
一
八
六
O
)
に
著
し
た
「
国
是
三
論
』
(
富
国
・
強

兵
・
士
道
)
に
よ
り
、
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
小
楠
は
、
そ
の
「
強
兵
論
」
の
な
か
で
、
日

本
海
を
越
え
た
大
陸
で
の
緊
迫
し
た
国
際
情
勢
に
つ

き
、
極
東
で
の
ロ
シ
ア
の
南
下
政
策
と
、
イ
ギ
リ
ス

の
北
上
政
策
と
が
、
日
本
海
で
衝
突
す
る
危
険
性
を

は
ら
み
、
し
か
も
「
ロ
シ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
の
二
国
は
、

必
ず
日
本
を
侵
そ
う
と
す
る
か
ら
、
日
本
の
危
険
が

も
っ
と
も
甚
だ
し
い
」
と
論
じ
て
い
る
。

果
た
せ
る
か
な
、
翌
丈
久
元
年
(
一
八
六
ご
、
ロ

シ
ア
艦
が
日
本
海
入
口
を
犯
す
る
対
馬
に
来
航
し
、

不
法
占
拠
す
る
「
露
艦
対
馬
占
領
事
件
」
(
対
馬
事

件
)
〔
三
月
四
日
1
八
月
二
十
五
日
〕
が
起
き
た
の
で

あ
る
。
対
馬
藩
で
は
、
早
速
退
去
を
要
求
し
た
一
が
、

ロ
シ
ア
艦
長
ピ
リ
レ
フ
は
断
回
拒
絶
し
、
そ
の
後
ロ

シ
ア
兵
は
、
地
域
住
民
に
掠
奪
・
暴
行
を
働
き
、
つ

い
に
は
殺
傷
事
件
ま
で
引
き
起
こ
し
た
。

そ
こ
で
、
対
馬
藩
か
ら
通
報
を
、
つ
け
た
幕
府
で

は
、
事
態
を
重
視
し
、
早
速
外
国
奉
行
小
栗
忠
順
を

対
馬
に
派
遣
し
、
ロ
シ
ア
艦
長
と
一
一
一
度
に
わ
た
り
交

渉
し
た
が
、
何
ら
ら
ち
が
あ
か
ず
に
、
江
戸
に
戻
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
情
報
を
入
手
し
た

イ
ギ
リ
ス
公
使
オ
l
ル
コ
ッ
ク
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
極

東
政
策
上
甚
だ
憂
慮
に
堪
え
な
い
と
し
、
二
隻
の
軍

艦
を
派
遣
し
て
、
強
引
に
ロ
シ
ア
艦
を
対
馬
か
ら
退

去
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

当
時
小
楠
は
、
江
戸
霊
岸
島
の
藩
邸
で
、
松
平
春

療
に
学
問
の
講
義
を
し
て
い
た
が
、
そ
の
際
対
馬
事

件
に
つ
い
て
も
、
収
集
し
た
諸
情
報
に
基
づ
き
、
種
々

検
討
し
た
も
よ
う
で
あ
る
。
当
時
小
楠
が
熊
本
に
差

し
出
し
た
書
翰
(
六
月
十
九
日
付
け
)
で
は
、
「
対

馬
事
件
は
、
か
日
本
の
大
患
へ
だ
け
で
は
な
く
、
万
世

界
の
大
患
H

で
あ
り
、
い
ず
れ
露
・
英
両
国
間
の
衝

突
は
避
け
ら
れ
な
い
」
と
の
厳
し
い
危
機
意
識
に
徹

し
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
春
獄
が
翌
丈
久
二
年
の
七
月
、
幕

閣
の
政
事
総
裁
職
に
就
任
し
た
際
に
、
小
楠
が
幕
政

改
革
の
基
本
方
針
と
し
て
策
定
し
た
「
国
固
定
七
条
」

の
な
か
で
、
抜
本
的
な
海
軍
強
化
策
を
打
ち
出
し
た

の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

李
退
渓
儒
学
を
基
本
に

実
は
、
対
馬
事
件
を
契
機
に
、
対
馬
の
危
機
は
日

本
海
を
内
海
と
す
る
日
本
・
朝
鮮
は
じ
め
束
ア
ジ
ア

全
域
の
危
機
で
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
連
帯
の
防
衛
態
勢

の
必
要
論
が
幕
閣
内
で
も
台
頭
す
る
。
そ
し
て
特
に

勝
海
舟
が
、
朝
鮮
へ
の
訪
問
外
交
を
画
策
す
る
こ
と

と
な
る
。

小
楠
は
、
す
で
に
日
本
海
に
「
異
国
船
」
が
出
没
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し
は
じ
め
た
嘉
永
二
年
(
一
八
四
九
)
の
段
階
で
、

「
擬
二
朝
鮮
国
王
一
書
」
を
記
す
が
、
そ
の
な
か
で
、

十
六
世
紀
末
の
豊
臣
秀
吉
の
「
丈
禄
・
慶
長
の
役
」

の
朝
鮮
出
兵
を
、
無
謀
な
侵
略
行
為
と
し
て
、
手
厳

し
く
批
判
し
て
い
る
。

そ
こ
で
わ
が
国
と
し
て
、
朝
鮮
に
特
使
を
派
遣

し
、
図
書
で
「
腹
心
」
を
打
ち
明
け
、
訪
問
外
交
に

よ
っ
て
修
好
を
結
び
、
相
互
に
親
睦
を
深
め
る
、
な

に
ぶ
ん
国
境
を
接
し
、
民
情
で
は
「
ご
ゑ
」
の
家
族

同
然
で
、
か
つ
て
の
秀
吉
の
よ
う
な
朝
鮮
出
兵
な

ど
、
決
し
て
誰
も
好
む
は
ず
が
な
い
と
、
平
和
友
好

の
外
交
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
偉
大
な

先
哲
李
退
渓
を
は
ぐ
く
ん
だ
朝
鮮
へ
の
小
楠
の
ひ
た

む
き
な
関
心
に
よ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

も
と
も
と
小
楠
儒
学
の
体
系
は
、
熊
本
藩
儒
大
塚

退
野
の
学
統
を
強
く
う
け
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
退
野

は
、
朝
鮮
李
朝
時
代
の
代
表
的
な
儒
者
李
退
渓
(
一

五
O
一

1
一
五
七
O
)
の
『
自
省
録
』
な
ど
の
著
作

に
よ
り
開
眼
し
た
だ
け
に
、
小
楠
儒
学
の
基
本
が
、

退
野
を
介
し
て
退
渓
に
結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
。
こ

の
点
、
小
楠
自
身
が
、
退
渓
を
元
明
以
降
の
「
古
今

絶
無
の
真
儒
」
と
絶
賛
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。

退
渓
の
学
風
は
、
内
面
的
な
心
の
修
養
を
重
ん

上

大
義
を
世
界
に

-
横
井
小
楠
の
維
新
変
革
論 じ

、
人
間
性
の
純
化
を
め
ざ
す
「
道
学
」
と
さ
れ
る
。

「
道
」
と
は
、
「
人
倫
の
道
」
「
天
地
の
道
」
で
、
人

間
の
本
質
に
つ
な
が
る
「
五
倫
の
道
」
に
要
約
さ
れ

る
。
小
楠
も
「
道
は
天
地
の
道
也
」
と
、
李
退
渓
の

教
説
に
し
た
が
っ
て
い
る
。

退
渓
は
、
近
年
韓
国
で
国
民
的
な
尊
崇
を
う
け
、

千
ウ
ォ
ン
紙
幣
に
は
、
彼
の
肖
像
と
、
故
郷
の
学
塾

陶
山
書
院
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
韓
国
の
首
都

ソ
ウ
ル
の
駅
前
か
ら
南
山
の
北
側
を
通
り
、
東
大
門
テ

ゲ

方
面
に
向
か
う
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
が
、
「
退
渓

路
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
。
一
方
陶
山
書
院
も
、
時
代

の
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
書
院
に
は
、
彼
の
蔵
書
・

手
墨
・
遺
品
が
保
存
さ
れ
、
韓
国
儒
林
の
メ
ッ
カ
の

観
を
呈
し
て
い
る
。
退
渓
は
、
久
し
く
そ
こ
で
起
居

し
て
、
読
書
・
著
述
に
励
む
と
と
も
に
、
門
弟
の
教

育
に
も
力
こ
ぶ
を
入
れ
た
の
で
あ
る
。

先
年
ソ
ウ
ル
の
旧
学
友
と
の
交
歓
会
で
訪
韓
し
た

際
、
か
れ
ら
は
口
を
揃
え
て
、
退
渓
の
教
説
の
基
本

と
な
る
「
仁
」
の
精
神
に
よ
り
、
囲
内
政
治
社
会
の

平
和
的
発
展
は
も
と
よ
り
、
南
北
朝
鮮
の
対
話
路
線

に
よ
る
政
治
的
統
一
へ
の
悲
願
を
込
め
た
も
の
で
あ

る
と
力
説
し
た
の
に
は
、
強
く
胸
を
打
た
れ
た
。

ち
な
み
に
、
李
退
渓
に
つ
い
て
は
、
近
年
日
本
・

韓
国
・
中
国
の
思
想
史
学
者
の
間
で
の
共
同
研
究
熱

が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
「
韓
日
中
退
渓
学
国
際
学
術

討
論
会
」
の
名
で
呼
ば
れ
る
学
会
も
、
そ
の
一
つ
で

あ
る
が
、
今
後
李
退
渓
の
教
説
に
深
く
か
か
わ
る
小

楠
の
経
世
論
に
も
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
、
強
い
関

心
の
ょ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

四
海
同
朋
主
義
を
め
ざ
し
て

小
楠
は
、
『
沼
山
対
話
』
〔
元
治
元
年
(
一
八
六
四
)
〕

の
な
か
で
、
世
界
の
各
地
で
絶
え
ず
戦
争
の
起
き
る

の
は
、
各
国
が
自
国
中
心
の
「
割
拠
見
」
(
国
家
エ
ゴ

イ
ズ
ム
)
の
域
か
ら
脱
却
で
き
な
い
か
ら
で
、
「
割

拠
見
」
か
ら
抜
け
切
れ
た
人
は
、
近
く
は
ア
メ
リ
カ

の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
統
領
た
だ
一
人
だ
と
主
張
す
る
。

ま
た
彼
は
、
「
沼
山
閑
話
」
(
慶
応
元
年
)
の
な
か

で
、
「
西
洋
の
学
」
が

7
心
徳
の
学
」
で
は
な
く
、

「
事
業
の
学
」
で
あ
る
た
め
、
か
れ
ら
は
絶
え
ず
戦

争
を
引
き
お
こ
さ
せ
る
と
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
、

も
し
西
欧
諸
国
が
「
心
徳
の
学
」
を
そ
な
え
、
「
人

情
」
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
戦
争
は
な
く
な
る
筋
合
い

だ
と
明
言
す
る
。

実
は
、
松
平
春
巌
か
ら
小
楠
招
へ
い
の
特
命
を
う
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け
た
福
井
藩
士
村
田
氏
寿
が
、
安
政
四
年
五
月
熊
本

に
赴
き
、
小
橋
に
面
接
し
た
際
、
小
楠
は
、
「
愛
で

日
本
に
、
仁
義
の
大
道
を
起
さ
に
ば
な
ら
ず
、
強
固

に
な
ら
に
ば
な
ら
ぬ
、
強
な
れ
ば
必
ず
弱
あ
り
、
此

道
を
明
に
し
て
世
界
の
世
話
や
き
に
な
ら
に
ば
な
ら

ぬ
。
一
発
に
壱
寓
も
武
高
も
、
戦
死
す
る
と
云
ふ
様

成
事
は
、
必
止
め
さ
せ
に
ば
な
ら
ぬ
、
そ
こ
で
我
日

本
は
、
印
度
に
な
る
か
、
世
界
第
一
等
の
仁
義
の
固

に
な
る
か
、
頓
と
此
二
筋
じ
ゃ
、
此
外
に
は
更
に
な

い
」
(
村
田
氏
寿
手
稿
『
関
西
巡
回
記
』
)
と
語
っ
て
い

る。
要
は
、
日
本
が
厳
し
い
「
外
圧
L

に
堂
々
対
峠
す

る
だ
け
の
海
軍
強
化
策
と
と
も
に
、
自
ら
率
先
し
て

「
嘉
舜
コ
一
代
の
道
」
を
歩
み
、
「
世
界
第
一
等
の
仁

義
の
国
」
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
海
外
の

諸
国
間
に
大
殺
り
く
戦
争
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
、

精
い
っ
ぱ
い
調
停
の
労
を
と
れ
ば
、
西
洋
諸
国
は
自

ず
と
、
わ
が
国
の
「
仁
風
」
に
な
び
く
こ
と
に
な
る

と
の
次
元
の
き
わ
め
て
高
い
外
交
構
想
を
描
き
出
す

の
で
あ
る
。

小
楠
が
、
慶
応
二
年
(
一
八
六
六
)
、
甥
左
平
太
・

大
平
の
渡
米
に
際
し
て
贈
っ
た
送
別
の
辞
「
嘉
舜
孔

子
の
道
を
明
ら
か
に
し
、
西
洋
器
械
の
術
を
尽
さ

ば
、
何
ぞ
富
国
に
止
ま
ら
ん
。
何
ぞ
強
兵
に
止
ま
ら

ん
、
大
義
を
四
海
に
布
か
ん
の
み
」
の
文
意
は
、
小

楠
の
め
ざ
す
理
想
的
な
政
治
社
会
像
を
、
は
っ
き
り

表
現
し
た
も
の
と
い
え
る
。

彼
は
、
「
嘉
舜
三
代
の
道
」
に
根
、
ざ
す
「
誠
心
」

を
軸
に
「
富
国
強
兵
」
の
重
要
さ
を
説
く
が
、
そ
れ

は
あ
く
ま
で
も
手
段
で
あ
り
、
窮
極
の
目
標
は
、
各

国
の
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
超
越
し
て
、
「
仁

政
」
の
普
遍
的
原
理
日
「
大
義
」
を
、
国
際
社
会
に

押
し
進
め
る
。
そ
し
て
各
国
が
、
「
大
義
」
に
し
た

が
い
、
お
互
い
に
協
調
し
て
築
く
国
際
平
和
社
会
連

帯
の
四
海
同
朋
主
義
の
構
想
を
説
く
の
で
あ
る
。

横
井
小
楠
は
、
幕
末
の
列
強
が
相
対
峠
す
る
国
際

社
会
に
対
し
て
、
す
べ
て
の
国
家
同
志
の
平
和
的
共

存
を
理
想
と
し
、
日
本
が
、
真
の
「
仁
義
」
の
体
現

者
と
し
て
、
四
海
同
朋
の
リ
ー
ダ
ー
・
シ
ッ
プ
を
と

る
重
大
使
命
を
帯
び
る
の
を
、
堂
々
提
言
し
た
こ
と

は
、
そ
の
後
一
三
O
余
年
を
経
た
今
日
の
日
本
が
、

国
際
場
裡
で
ま
さ
に
と
る
べ
き
立
場
を
的
確
に
示
唆

す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

(
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
平
成
十
年
度
総
会
で
の
講

演
要
録
)
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